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本メールは、過去にアストロデザインが主催・出展するセミナーやイベントにご来場い 

ただいた方、名刺交換させていただいた方および、本メールサービスに登録申込みをし 

ていただいた方へ配信しております。 

 ※配信解除や登録内容の変更をご希望のお客様は、本メールの下部をご覧ください。 

  

★━━━━☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆━━━━━━★ 

 皆様、こんにちは！ 

もう、9月なのに暑い日が続きますが、いかがお過ごしですか？ 

残暑厳しく、くれぐれもご自愛ください。 

IFA展などで 4Kディスプレイ、カメラが、相次いで発表されはじめました。 

10月号は、4K特集を計画中です。 

◆━━━━◇━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇━━━━━━◆ 
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【ニュース】 

◆────◇─────────────────────────◇──────◆ 

●アストロデザイン 技術&製品情報誌 「A-contents Vol.1」 発刊いたしました。 

注目の新製品をはじめ最新ラインナップをまとめました。 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/astro/News/A-contents/A-contents.pdf 
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●「放送技術」65巻 9月号掲載記事 

”毎日放送 取材ヘリコプター「JA004Ｍ」更新”に当社 TSマルチプレクサ[CX-5528A 

-F]が紹介されました。 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/news/news-20120829-1541.html 

 

●4K高精細映像コンテンツ集「小笠原の海」サンプル映像を YouTubeにてご覧いただけ 

ます。 

http://www.youtube.com/user/astro4k?feature=watch 

 

●PRONEWS[4K High Resolution!]Vol.03 各社の 4Kへの取り組み～アストロデザイン編 

に紹介されました。 

http://www.pronews.jp/special/1208151330.html 

 

●スーパーハイビジョンが次世代テレビの国際規格に、NHKが発表 

http://www.nhk.or.jp/pr/marukaji/m-giju337.html 

 

◆━━━━◇━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇━━━━━━◆ 

【トピックス】技術解説 ”GPUとは？” 

◆────◇─────────────────────────◇──────◆ 

GPUは Graphics Processing Unitの略号で、その名のとおりコンピュータのグラフィッ 

クス関係の計算を処理するための専用のハードウェアチップです。対になるのがおなじ 

みの CPU (Central Processing Unit) で、こちらはコンピュータが行うあらゆる汎用的 

な計算をするチップです。 

  

GPUは、もともとグラフィックワークステーションやパソコンがさまざまな画像を扱う 

ように進化して行ったとき、その画像の計算表示に必要な処理に特化したハードウェア 

として一緒に進化したものです。その点、CPUは汎用計算、GPUはグラフィックス専用計 

算という役割の違いがありました。 

  

その後、パソコンなどのコンピュータで、コンピュータグラフィックス（CG）を使った 

ゲームやユーザーインターフェースなど、画像を扱う用途が爆発的に増えたことで、 

GPUは劇的な速さで高速・高性能化が進みました。特に、ビデオゲームでふつうに使わ 

れる 3DCGと呼ばれる三次元空間の物体をリアルタイムで表現できる CGの表示にはかなり 

膨大な計算が必要で、GPUはこの計算を非常に高速に行うことができます。そのおかげ 

で、たとえば、格闘技ゲームやシューティングゲームのようなリアルタイムで画像リア 

リティの高いものが提供可能になったのです。 

  

当初、GPUで行える CG計算は固定的なもので、特定の 2Dや 3Dの CGアルゴリズム計算にし 

か使えませんでした。その後、プログラマブルシェーダーと呼ばれる、外部のプログラ 

ムを GPUチップにロードして実行する仕組みが導入され、自由なグラフィックスアルゴ 

リズムが使えるようになりました。これにより、GPU使用は格段に自由度が高くなり、 

さまざまなグラフィックスのニーズに合わせた使い方ができるようになりました。 
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さらにまだ先があり、今度はそうして GPUがプログラマブルになったことで、グラフィ 

ックス以外の大量の計算が必要な科学計算やシミュレーションなどの汎用の計算用途に 

も使われ始めています。これを GPGPU (General Purpose computing on GPUs)と呼びま 

す。GPGPUのためのプログラム言語にはオープン標準な OpenCLや、NVIDIAが発表した 

CUDAがあります。 

  

さて、GPUを提供しているメーカーは実際には多くありますが、ここずっと、NVIDIAと 

AMDが業界を二分する勢いで開発競争を進めています。NVIDIAの主要 GPU製品が GeForce、 

AMDでは Radeonになります。これら GPUは、専用のグラフィックスカードに搭載されて製 

品化され提供されたり、CPUと統合され PCやモバイルに載ったり、さまざまです。 

 

◆━━━━◇━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇━━━━━━◆ 

【製品紹介】 GG-167（SDIフレームメモリボード）の紹介 

◆────◇─────────────────────────◇──────◆ 

GG-167は、SDI信号の入出力が可能な PCIExpressバス対応のフレームメモリボードです。 

映像出力 2Ch、キー出力 2Chを備えており、任意エリアの 2画面合成(KEY合成)が可能です。 

PCIExpressバス対応によりメモリ空間への高速 アクセスが可能で、アニメーション等 

のスピードを要求するアプリケーションに適しています。 

上記の特徴を持つ GG-167は、次世代のテロップシステム・ キャラクタジェネレータ・ 

スポーツコーダ等に最適のフレームメモリボードです。 

＜新機能＞ 

今までの GGシリーズでは、3G-SDIや 4Kに対応出来ませんでした。 

新製品 GG-167では、3G-SDI、4K対応することで、HD市場はもちろんのこと、4K市場の製 

品としても使用可能になります。 

＜運用例＞ 

PCの重要な構成要素のひとつに GPUというものがあります。 

GPUとは Graphics Processing Unitの略称で、主に PCの出力画面の描画に用いられてい 

るユニットです。 

GPUは小型の演算ユニット数十～数千個で構成されており、単純な演算の繰り返しであ 

れば CPUの数十～数百倍の演算が可能です。 

この演算能力と GG-167を用いることで、専用のハードウェアを開発することなく、ソフ 

トウェアの開発のみで、動画送出装置、ベクトルスコープ、波形表示などの SDI信号を 

扱う機材を開発可能です。 

ソフトウェアの開発のみで、ハードウェアの開発が不要ですので、ハードウェアの開発 

コストをなくすことができる上に、アップデートなどの機能向上も容易となります。 

GG-167にご興味をお持ちいただけましたら、弊社営業までご相談ください。 

────【製品に関するお問い合わせ先】───────────────────★ 

第一営業部 TEL:03-5734-6301 FAX:03-5734-6102 

大阪営業所 TEL:06-6328-8550 FAX:06-6328-5058 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/contact.html 

 

◆━━━━◇━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇━━━━━━◆ 

【イベント情報】 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/contact.html


◆────◇─────────────────────────◇──────◆ 

第 3回国際科学映像祭～科学でつながる～ ”ドームフェスタ” 

期間：2012年 9月 24日(月)～26日(水) 

会場：堺市教育文化センター ソフィア・堺 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/news/info-20120816-1533.html 

http://image.sci-fest.net/ja/dome.html 

 

CEATEC JAPAN 2012 

会場：幕張メッセ 

会期：10月 2日(火)～6(土) 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/event/event-20120803-1526.html 

http://www.ceatec.com/2012/ja/index.html 

 

釜山国際映画祭 

機材展示：2012年 10月 8日(月)～11日(木) 

会場：Busan Cinema Center, Theaters in the Haeundae area 

http://www.astrodesign.co.jp/japanese/news/info-20120816-1534.html 

http://www.biff.kr/structure/eng/default.asp 

 

◆━━━━◇━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇━━━━━━◆ 

 【編集後記】 

◆────◇─────────────────────────◇──────◆ 

 さっき雨上がりの外でひぐらしが鳴いてました。僕はもうけっこうな歳なんですが、 

つい最近まであのカナカナカナという声が蝉だと思っておらず、なんか知らない秋の虫 

の声だと思ってました。コテコテの日本人のくせしてわれながら呆れます。なぜいまご 

ろ分かったかというと、たまたまネットのウィキペディアのひぐらしの項で鳴き声サン 

プルの再生ボタンを押したらあの声が鳴って、「これだったか！」と認識したのです。 

マルチメディアってすごいですね。 

  

▼▼▼▼▼▼▼▼───────────────────────▽──────▼ 

アストロデザイン公式 Twitter： https://twitter.com/AstrodesignInc 

▼▼▼▼▼▼▼▼───────────────────────▽──────▼ 

◆新規登録・登録内容の変更や配信停止はこちらからお願いします。 

  http://www.astrodesign.co.jp/japanese/astro/mailmag/index.html 

 ※新規登録をご希望の方がいらっしゃいましたら是非ご紹介下さい。 

 

◆その他ご意見・ご感想、ご興味のあるテーマ、取り上げて欲しいテーマ等 

 ございましたら下記編集部までお気軽にご連絡下さい。 

 info_mag@astrodesign.co.jp 

※このメールは送信専用のメールアドレスから配信しています。 

 このメールアドレスに返信いただいても、お答えできませんのでご了承ください。 
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